
塩酸オキシテトラサ
イクリン及び硫酸フ
ラジオマイシンを有
効成分とする配合剤
たる飲水添加剤

牛（搾乳牛を除く。） １日量として体重１‰当
たり塩酸オキシテトラサ
イクリン11„（力価）以
下及び硫酸フラジオマイ
シン7•7„（力価）以下
の量を飲水に溶かして経
口投与すること。

食用に供するためにと
殺する前７日間

豚 １日量として体重１‰当
たり塩酸オキシテトラサ
イクリン5•5„（力価）
以下及び硫酸フラジオマ
イシン3•85„（力価）以
下の量を飲水に溶かして
経口投与すること。

食用に供するためにと
殺する前７日間

鶏（産卵鶏を除く。） 飲水１ｌ当たり塩酸オキ
シテトラサイクリン
220„（力価）以下及び
硫酸フラジオマイシン
154„（力価）以下の量
を溶かして経口投与する
こと。

食用に供するためにと
殺する前７日間

硫酸カナマイシン及
びベンジルペニシリ
ンプロカインを有効
成分とする配合剤た
る飼料添加剤

豚 飼料１ｔ当たり硫酸カナ
マイシン180O（力価）
以下及びベンジルペ
ニシリンプロカイン
60¶000¶000単位以下の量
を混じて経口投与するこ
と。

食用に供するためにと
殺する前14日間

鶏（産卵鶏を除く。） 飼料１ｔ当たり硫酸カナ
マイシン270O（力価）
以下及びベンジルペ
ニシリンプロカイン
90¶000¶000単位以下の量
を混じて経口投与するこ
と。

食用に供するためにと
殺する前12日間

硫酸カナマイシン及
びベンジルペニシリ
ンプロカインを有効
成分とする配合剤た
る乳房注入剤

牛（泌乳しているも
のに限る。）

１日量として搾乳後に１
分房１回当たり硫酸カナ
マイシン300„（力価）
以下及びベンジルペニシ
リンプロカイン300¶000
単位以下の量を注入する
こと。

食用に供するためにと
殺する前50日間又は食
用に供するために搾乳
する前96時間

グリカルピラミド及
びスルファジメトキ
シンを有効成分とす
る配合剤たる飼料添
加剤

鶏（産卵鶏を除く。） 飼料１ｔ当たりグリカル
ピラミド60O以下及びス
ルファジメトキシン１‰
以下の量を混じて経口投
与すること。

食用に供するためにと
殺する前14日間

グリカルピラミド及
びジニトルミドを有
効成分とする配合剤
たる飼料添加剤

鶏（産卵鶏を除く。） 飼料１ｔ当たりグリカル
ピラミド60O以下及びジ
ニトルミド125O以下の
量を混じて経口投与する
こと。

食用に供するためにと
殺する前７日間

硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン及びベ
ンジルペニシリンプ
ロカインを有効成分
とする配合剤たる注
射剤

牛 １日量として体重１‰当
たり硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン12•5„（力
価）（搾乳牛にあっては
10„（力価））以下及びベ
ンジルペニシリンプロカ
イン10¶000単位（搾乳牛
にあっては8¶000単位）
以下の量を筋肉内に注射
すること。

食用に供するためにと
殺する前90日間又は食
用に供するために搾乳
する前96時間

馬 １日量として体重１‰当
たり硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン12•5„（力
価）以下及びベンジルペ
ニシリンプロカイン
10¶000単位以下の量を筋
肉内に注射すること。

食用に供するためにと
殺する前28日間

豚 １日量として体重１‰当
たり硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン25„（力価）
以下及びベンジルペニシ
リンプロカイン20¶000単
位以下の量を筋肉内に注
射すること。

食用に供するためにと
殺する前90日間

硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン及びベ
ンジルペニシリンプ
ロカインを有効成分
とする配合剤たる子
宮・膣内投与剤

牛 １日量として１頭当たり
硫酸ジヒドロストレプト
マイシン400„（力価）
以下及びベンジルペニシ
リンプロカイン400¶000
単位以下の量を子宮内に
投与すること。

食用に供するためにと
殺する前７日間又は食
用に供するために搾乳
する前24時間

硫酸ジヒドロストレ
プトマイシン及びベ
ンジルペニシリンプ
ロカインを有効成分
とする配合剤たる乳
房注入剤

牛（泌乳しているも
のに限る。）

１日量として搾乳後に１
分房１回当たり硫酸ジヒ
ドロストレプトマイシン
300„（力価）以下及び
ベンジルペニシリンプロ
カイン300¶000単位以下
の量を注入すること。

食用に供するためにと
殺する前11日間又は食
用に供するために搾乳
する前96時間

牛（泌乳しているも
のを除く。）

１日量として乾乳期初期
に１分房１回当たり硫酸
ジヒドロストレプトマイ
シン１O（力価）以下及
びベンジルペニシリンプ
ロカイン1¶000¶000単位以
下の量を注入すること。

食用に供するためにと
殺する前50日間

塩酸クロルテトラサ
イクリン及びスル
ファジミジンを有効
成分とする配合剤た
る飼料添加剤

豚（生後４月を超え
るものを除く。）

飼料１ｔ当たり塩酸クロ
ルテトラサイクリン
200O（力価）以下及び
スルファジミジン200O
以下の量を混じて経口投
与すること。

食用に供するためにと
殺する前15日間

ジアベリジン及びス
ルファキノキサリン
を有効成分とする配
合剤たる飲水添加剤

鶏（産卵鶏を除く。） 飲水１U当たりジアベリ
ジン19•2„以下及びスル
ファキノキサリン76•8„
以下の量を溶かして経口
投与すること。

食用に供するためにと
殺する前14日間
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